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本校は、広島市域における特別支援教育のセンター的機能を発揮して行くことを使命として本年度も

様々な取組を行ってきました。公開授業研究会、研修会の公開、冬期教育相談会、教材・教具展示会、教

材・教具・備品等の貸し出しに加え、本年度９月から相談機能を充実するために開設しましたサポートセ

ンターで、幼児児童生徒や保護者、教職員の相談に応じてきました。御活用していただけたでしょうか。 

９月に移転・開校して以来、たくさんの方々に学校見学をしていただいています。施設・設備の中には、

様々な工夫があります。サイン計画による校舎内全体の構造化、障害の程度に応じて使い分けができるス

テップアップトイレ、心地よい感覚刺激を提供し楽しみながらリラックスする活動ができるスヌーズレン

等々です。教師が障害の実態に応じて工夫した教室内の構造化、児童生徒の作品等の掲示物を見るだけで

も参考になることがたくさんあります。 

平成２３年度から研究主題を「自立と社会参加を目指し、児童生徒の主体性を育む授業の充実を求めて」

とし、副題を「子どもが分かって動ける授業づくり」として授業改善に努めています。児童生徒の障害の

状態は、重度化、多様化が顕著です。本校の全ての児童生徒が卒業後の自立と社会参加を目指すため、児

童生徒の実態や教育的ニーズに応じた適切な指導と支援を行い、児童生徒の力を最大限発揮させる授業づ

くりに取り組んでいます。そのための、手立て・支援ツールは、通常の学級においてもお役に立てるもの

と思います。是非、本校への御来校、お電話をお待ちしています。 

 

昨年１１月２９日(木)に公開授業研究会を開催いたしました。今年

度は外部から８０名（市内小・中・高等学校、県内特別支援学校教職

員、就学前の通園施設職員、学校協力者会議の委員など）の方に御参

加いただき、協議会でも活発な意見交流をすることができました。 

また、講演では、『子どもが分かって動ける授業づくり～支援ツー

ルを用いて子ども自らの参加を支援する～』と題して、香川大学教育

学部教授 武藏博文先生に、講話していただきました。子どもに合っ

た参加の機会をつくること、分かって動けるための環境を整えるこ

と、自ら使える支援ツールを工夫すること等を教えていただきまし

た。武藏先生をはじめ指導主事の先生方からいただきました御助言・

御指導を今後の指導に生かしていきます。 

小学部第２学年の公開授業 

武藏先生の講演会 



  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 サポートセンターでは、検査器具や図書などの貸出も行っています。検査器具や手引書、特別支援教育

に関する図書を少しずつそろえているところです。ほんの一部ですが、購入した図書を御紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちが自分らしく学ぶための支援を提供します。お気軽に御相談ください。 

             サポートセンター 直通電話 （０８２）２５６－２３１０ 
                            教育相談主任  堀川 淳子 

  

 

 

 

 

 

 

「「「「タスクガロアタスクガロアタスクガロアタスクガロア」」」」シリーズシリーズシリーズシリーズ（（（（自立課題編自立課題編自立課題編自立課題編・・・・

集団生活編集団生活編集団生活編集団生活編・・・・自立生活編自立生活編自立生活編自立生活編））））ASDASDASDASD ビレッジビレッジビレッジビレッジ出版出版出版出版 

自閉症スペクトラムの子どもたちのための

視覚的構造化された教材例が写真入で紹介

されています。教科学習につながる自立課

題の例など、日頃の指導に生かせます。 
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 昨年１２月２６日（水）に冬季教育相談会を実施いたしました。年末の忙しい時期で、しかも１日

だけだったにもかかわらず市内の小・中学校・高等学校から計９件の相談がございました。ほとんど

が通常学級や特別支援学級での児童生徒への指導・支援についての相談でした。 

今回、相談会であった具体的な相談の一例を御紹介いたします。 

 

 

   

 

 

 

 

  

今回、御参加いただいた方全員から「参考になった」、「今後も継続して相談を受けたい」という御

感想をいただきました。また、次年度も開催いたしますので、よろしければ御参加ください。 

 

 

  

「「「「障害障害障害障害のあるのあるのあるのある子子子子どものどものどものどもの教育相談教育相談教育相談教育相談ママママ

ニュアルニュアルニュアルニュアル」」」」国立特別国立特別国立特別国立特別支援教育総合支援教育総合支援教育総合支援教育総合

研究所著研究所著研究所著研究所著    ジアースジアースジアースジアース教育新社教育新社教育新社教育新社    

保護者面談の心得や学校コンサル

テーションの進め方など、特別支

援教育コーディネーターだけでな

く担任の先生方にも役立ちます。 

「「「「発達障害発達障害発達障害発達障害のあるのあるのあるのある大学生大学生大学生大学生のためののためののためののための

キャンパスライフサポートブッキャンパスライフサポートブッキャンパスライフサポートブッキャンパスライフサポートブッ

クククク」」」」高橋知音著高橋知音著高橋知音著高橋知音著    学研学研学研学研    

サポートの方法や自己理解の支援

法など、中学・高校でも参考にな

る情報が載っています。 

子どもの得意な面を生かすようにしてみてはどうでしょう。この児童の場合、書いて

表すということに困難さがりますが、話すことは得意なようです。書く代わりに話すと

いう方法をＯＫにしてあげると参加できる場面が増え、自信も付いていくのではないで
本校相談教員 

小学校通常学級担任 

書くことが苦手でテストになると教室から出て行ってしまう児童がいます。そ

の児童は、問題を口頭で問い掛けると答えられることがよくあるのですが・・・。

このような児童には、どのように支援をしていけばよいでしょうか？ 


